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一
世
忙
中
に
プ
き
た
景
響
プ

を
持
つ
政
治
家
は
発
言
に
慎
重

に
な
る
べ
き
だ
。
国
政
で
『
一

強
』
と
い
わ
れ
る
安
倍
政
権
の

閣
僚
か
ら
も
軽
率
な
発
言
が
相

次
ぐ
が
、
オ
ー
ル
与
党
体
制
で

／
頂
の
背
と
「
）
　
主
事
一
に
命
良
†
夕
』
∴
主
い

相
手
を
人
間
で
は
な
い
と
見
な

さ
な
い
と
、
言
え
な
い
。
ベ
テ

ラ
ン
政
治
家
か
ら
、
そ
ん
な
発

言
が
出
て
し
ま
う
の
は
危
険
な

兆
候
だ
」
と
分
析
す
る
。

「
不
安
に
か
ら
れ
る
石
川
県
民

の
気
持
ち
を
代
弁
」
　
「
荒
っ
ぽ

い
け
ど
的
を
射
て
い
る
」
　
「
ど

こ
に
も
問
題
は
な
い
」
。

そ
れ
を
報
道
通
信
社
ア
ジ
ア

T
T
一
一
」
ィ
．
i
′
i
ヽ
ヽ
「
メ
書
〇
一
プ
ニ
ー
－
r
＿
ノ
ヽ
《
－
生
ヽ
」
　
ヽ
／
i
」
一
一
〇
r
ヽ
．
－
、
－
－
′

え
れ
ば
、
無
意
味
と
分
か
る
。

知
事
の
発
言
は
あ
き
れ
る
ば
か

り
だ
が
、
『
餓
死
』
発
言
を
受

け
入
れ
る
人
が
多
い
こ
と
に
危

う
さ
を
感
じ
る
」
と
案
じ
た
。

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
大
洗
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
（
茨
城
県
大

洗
町
）
燃
料
研
究
棟
の
事
故
で
、
作
業
員
五
人
が
内
部
被
ば
く
を
し
た
こ

と
が
明
確
に
な
っ
た
。
「
二
万
二
〇
〇
〇
族
」
　
「
肺
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は

な
い
」
な
ど
事
故
後
の
説
明
が
二
転
三
転
す
る
な
ど
、
ず
さ
ん
な
対
応
に

も
問
題
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
プ
ル
ト
二
ウ

な
か
っ
た
。
そ
ん
な
原
子
力
横
棒
が
、
高
速

転
さ
せ
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
「
事
故

き
る
の
か
。

が
、
放
射
性
物
質
が
体
内
に
入

る
「
内
部
被
ば
く
」
と
な
る

と
、
状
況
は
異
な
る
。
細
胞
に

直
接
、
ア
ル
フ
ァ
線
が
当
た
り

十
九
日
、
作
業
員
五
人
の
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
2
3
8
と
同
2
3

9
、
ア
メ
リ
シ
ウ
ム
2
4
1
に

よ
る
内
部
被
ば
く
が
公
表
さ
れ

た
。
そ
れ
ら
の
排
出
を
促
す
治

癒
を
す
る
た
め
、
五
人
は
量
子

科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
の
放

射
線
医
学
総
合
研
究
所
（
放
医

研
）
に
再
入
院
し
た
。

放
射
性
物
質
で
あ
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
2
3
9
は
時
間
と
と
も

に
別
の
物
質
に
変
化
す
る
。
半

減
期
（
量
が
半
分
に
減
る
ま
で

の
期
間
）
は
二
万
四
千
年
。
つ

ま
り
、
体
内
に
入
る
と
、
ほ
ほ

減
ら
ず
に
、
ア
ル
フ
ァ
線
の
放

射
を
し
続
け
る
。

ア
ル
フ
ァ
線
は
紙
を
通
り
抜

け
ら
れ
な
い
ほ
ど
透
過
力
が
弱

い
。
服
を
着
て
い
れ
ば
、
体
外

か
ら
浴
び
る
「
外
部
被
ば
く
」

は
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い

原
子
力
機
構
へ
の
不
安
増
殖

続
け
る
た
め
、
体
内
に
入
っ
た

量
が
わ
ず
か
で
も
が
ん
発
揮
な

ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

ち
な
み
に
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

2
3
8
の
半
減
期
は
約
八
十
八

年
、
ア
メ
リ
シ
ウ
ム
2
4
1
の

半
減
期
は
四
百
三
十
二
年
。
と

も
に
ア
ル
フ
ァ
線
を
出
す
。

事
故
は
六
日
朝
に
起
き
た
。

作
業
員
が
点
検
の
た
め
に
ス
テ

ン
レ
ス
容
器
を
開
け
た
と
こ
ろ

中
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
破
裂
し
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
粉
末
な
ど
が
飛

び
散
っ
た
。
原
子
力
機
構
は
当

初
、
「
検
査
で
、
五
十
代
の
作

業
員
の
肺
か
ら
二
万
二
〇
〇
〇

勝
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
2
3
9
が

検
出
さ
れ
た
」
と
発
表
し
た
。

人
体
へ
の
影
響
を
示
す
シ
ー

ベ
ル
ト
に
換
算
す
る
と
、
年
間

÷
二
宵
を
浴
び
る
計
算
に
な

る
。
通
常
、
空
間
放
射
線
量
の

測
定
値
で
使
う
「
マ
イ
ク
ロ
」

の
単
位
で
換
算
す
る
と
、
一
二

〇
万
詳
群
に
も
な
る
。

原
子
力
機
構
に
よ
る
と
、
事

故
後
、
作
業
員
ら
は
シ
ャ
ワ
ー

で
体
を
洗
っ
た
。
そ
の
後
、
専

門
職
員
が
測
定
し
た
と
こ
ろ
、

五
十
代
の
作
業
員
の
鼻
か
ら
二

四
族
を
測
定
し
た
。
そ
の
た

め
、
原
子
力
機
構
の
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
工
学
研
究
所
（
同
県
東

海
村
）
で
、
さ
ら
に
検
査
を
し

た。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
2
3
9
は
ア

ル
フ
ァ
線
の
は
か
、
透
過
力
の

強
い
別
の
放
射
線
も
出
す
。
体

外
か
ら
そ
の
数
値
を
測
定
し
、

ア
ル
フ
ァ
線
を
推
計
す
る
「
肺

モ
ニ
タ
測
定
」
を
し
た
と
こ

ろ
、
二
万
揚
超
を
検
出
し
た
。

こ
の
検
査
に
問
題
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。
原
子
力
機
構
報
道
課

の
担
当
者
は
「
作
業
員
一
人
は

別
の
職
員
が
背
中
を
流
し
だ

が
、
ほ
か
は
一
人
で
シ
ャ
ワ
ー

を
使
っ
た
。
洗
い
方
が
十
分
で

な
く
、
体
表
面
に
放
射
性
物
質

が
残
り
、
肺
モ
ニ
タ
測
定
の
数

値
に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
」
と
説
明
す
る
。

だ
が
、
翌
七
日
、
放
医
研
に

移
っ
て
検
査
を
し
た
ら
、
肺
か

ら
の
検
出
は
な
か
っ
た
。
ど
う

や
ら
、
最
初
の
シ
ャ
ワ
ー
に
よ

る
「
除
染
」
が
不
完
全
だ
っ
た

よ
う
だ
。
放
医
研
で
、
あ
ら
た

め
て
除
梁
が
行
わ
れ
だ
が
、
そ

の
間
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
2
3
9

が
作
業
員
の
体
表
面
に
付
着
し

続
け
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ

も
大
い
に
問
題
だ
ろ
う
。

内
部
被
ば
く
に
詳
し
い
矢
ケ

崎
克
馬
・
琉
球
大
名
誉
教
授
は

「
機
構
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の

容
器
を
無
防
備
に
等
し
い
状
況

で
作
業
員
に
開
封
さ
せ
、
十
分

な
除
梁
も
施
さ
な
か
っ
た
。
放

射
性
物
質
を
取
り
扱
う
規
範
意

識
に
欠
け
、
人
命
軽
視
も
甚
だ

し
い
」
と
批
判
し
た
。
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原則として基準価格
ただし三菱UFJ国

際「D内債イ」は販売

基準価格

欧ハイレ　3047　116

ピクテ
グロイン　3997　▼31

新興イン　2159　122

黄海ソフ　3340　▼35

ノア毎月　9360　　†8

ベアリング
ウィンド　6273　　▼l

レツグメイソン
米高株毎　8946　162
プラス毎　9032　　▼4

オー毎月　5910　▼15

オー秩毎10514　▼182

ブラ国毎　5007　122

イーストスプリ
インド採158271143

インド僚　9939　　△7

器諾鵠龍
トヨタ6　20184　上6訓DC75　20541

セゾン
セゾンV13691　▼42

貴重形成　78867　1127

J Pモルガン
ジャl（ン　53968　　△96

医療関連　8403　△49
ペイン毎　9721　▼26

インペスコ
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ブイチリティ
ジャパン14521　†3
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7回内偵12088　　△4

ちから凍16497　A59

シ新興ブ　3293　▼20

J RE毎　5263

Jリ毎月10642

日経225　22008

40071121l
Jジャス10001

Jプレミ　6034

日本株F　21557

明治安田

T＆Dアセット
工マプ毎　3242　▼21

朝日ライフ
ベストE12798　▼67

損保ジャパン
トリプル　3182　▼10

東京海上
Jリ豪毎11240　▼134

Jリブ毎　70751116

ニボン有∴9272　　　0

円債毎月　9881　　△3

円実会11708　　　0

簾中
TOPX13539　　▼10

しんきん
信金22514066　121

日厳選ブ　5853　▼56

目標駁米10447　†63

日αカル　4379　125

通工マ薫　4708　▼35

通工マフ　3732　▼25

FW日バ11950　△23

FW目債11571

スパークス
厳選投資　30123　　△11

さわかみ
さわかみ　23220　　△6

いちよし
あすなろ12933　　△23

ニッセイ
インカム　7316　▼16

3ボイン　6834　032

イン値毎　9640　　△2

好配当＋　7404
豪商同株　6894
豪州ハイ　8655

米高配毎　7821

料無外様13714
Jポンド　9501

D内株イ

D外株イ　31402　▼98

岡三
アジア配　2738　▼26

リート米　2457　▼14

ソブリン　8386　　▼7

定期便　5371†10

大和住銀
ク好配当　5799　121

4155　　▼14

3208　　▼8

今
回
の
事
故
は
、
作
業
後
だ

け
で
な
く
、
作
業
前
の
段
階
か

ら
不
手
際
が
里
克
つ
。

事
故
が
起
き
た
燃
料
研
究
棟

で
は
、
高
速
増
殖
原
型
炉
「
も

ん
じ
ゅ
」
　
（
福
井
県
敦
賀
市
）

用
の
新
型
燃
料
の
研
究
開
発
を

し
て
い
だ
が
、
も
ん
じ
ゅ
は
運

転
の
め
ど
が
立
た
ず
、
研
究
は

中
止
に
。
研
究
棟
は
二
〇
二
二

年
度
に
廃
止
の
方
針
が
決
ま
っ

て
い
る
。
研
究
棟
に
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

な
ど
の
入
っ
た
ス
テ
ン
レ
ス
容

器
が
大
量
に
保
管
さ
れ
て
い

た
。
保
管
庫
に
入
り
き
ら
な
い

た
め
、
密
閉
さ
れ
た
作
業
場
の

「
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
」
に
も

百
一
点
が
置
か
れ
て
い
た
。

昨
年
十
一
月
、
原
子
力
規
制

委
員
会
は
、
ず
さ
ん
な
保
管
状

況
の
改
善
を
求
め
た
。
原
子
力

機
構
は
、
中
身
を
ま
と
め
て
保

管
庫
に
納
め
る
こ
と
を
決
め
、

二
月
か
ら
容
器
を
開
け
て
内
容

量
を
確
認
し
て
い
た
。

今
回
、
中
の
袋
が
破
裂
し
た

容
器
は
二
十
六
年
間
、
一
度
も

開
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
容

器
内
の
物
質
が
放
射
線
で
分
解

さ
れ
て
ガ
ス
が
発
生
し
、
袋
が

破
裂
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。

実
は
、
原
子
力
機
構
は
〇
四

年
に
、
別
の
施
設
で
、
同
様
の

容
器
内
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
膨
張

を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
情
報

は
現
場
レ
ベ
ル
で
は
共
有
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
か
。

内
部
被
ば
く
を
し
た
作
業
員

は
、
作
業
前
の
点
検
で
、
「
爆

発
・
破
裂
・
飛
散
の
お
そ
れ
は

あ
る
か
」
の
項
目
に
「
該
当
し

な
い
」
と
印
を
付
け
て
い
た
。

情
報
共
有
を
し
て
い
た
か
は

「
調
査
中
」
だ
と
い
う
。

衆
院
環
境
委
員
会
で
事
故
の
説
明
を
す
る
原

子
力
機
構
の
児
玉
敏
雄
理
事
長
㊥
。
右
奥
は

原
子
力
規
制
要
の
田
中
俊
一
委
員
長
＝
9
日

な
ぜ
開
放
式
で
作
業

毎
回
「
職
員
の
意
識
を
改
革
」

密
閉
式
の
「
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ

ク
ス
」
で
は
な
く
、
開
放
式
の

「
フ
ー
ド
」
で
作
業
を
し
た
理

由
に
つ
い
て
、
担
当
者
は
「
フ

ー
ド
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

た
」
と
だ
け
答
え
た
。
全
面
マ

ス
ク
な
ら
被
害
を
小
さ
く
で
き

だ
が
、
着
用
し
て
い
た
の
は
半

面
マ
ス
ク
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

担
当
者
は
「
作
業
要
領
に
従
っ

た
」
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
を
強

調
し
た
。
容
器
の
ふ
た
の
ネ
ジ

を
緩
め
た
時
、
「
シ
ュ
ツ
」
と

ガ
ス
の
漏
れ
る
音
が
し
た
の
に

大
洗
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
＝

7
日
、
茨
城
県
大
洗
町
で

作
業
を
続
け
た
理
由
も
「
調
査

中
」
だ
。
事
故
か
ら
二
週
間
た
っ
て
も

「
調
査
中
」
ば
か
り
。
二
十
一

日
、
規
制
妻
は
立
ち
入
り
検
査

に
入
っ
た
が
、
田
中
俊
一
委
員

長
は
記
者
会
見
で
「
機
構
は
本

来
、
原
子
力
利
用
の
模
範
生
で

あ
る
べ
き
な
の
に
、
逆
に
な
っ

て
い
る
」
と
批
判
し
た
。

原
子
力
機
構
の
前
身
の
一

つ
、
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事

業
団
は
一
九
九
五
年
、
も
ん
じ

ゅ
が
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
を
引
き

起
こ
し
た
上
、
事
故
隠
し
が
問

題
と
な
っ
た
。
九
七
年
に
は
、

東
海
再
処
理
施
設
（
茨
城
県
東

海
村
）
で
火
災
、
爆
発
が
発
生

し
、
約
三
十
人
が
被
ば
く
し

た
。
二
〇
〇
五
年
に
原
子
力
機

構
に
再
編
さ
れ
て
以
降
も
、
も

ん
じ
ゅ
の
点
検
漏
れ
や
、
加
速

器
実
験
施
設
「
I
I
P
A
R

C
L
　
（
同
）
で
約
三
十
人
の
内

部
被
ば
く
事
故
を
起
こ
し
た
。

事
故
の
た
び
に
、
安
全
意
識

の
欠
如
を
認
め
、
改
革
に
向
け

た
決
意
を
表
明
し
て
き
た
が
、

一
向
に
改
ま
ら
な
い
。
今
年
三

月
、
大
洗
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」

の
再
稼
働
を
申
請
し
た
が
、
規

制
妻
が
適
合
性
審
査
を
保
留
し

た
の
も
当
然
だ
ろ
う
。

児
玉
敏
雄
理
事
長
は
十
九

日
、
「
安
全
確
保
と
安
全
性
向

上
の
た
め
機
構
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
き
た
」
と
前
置
き
し
、

「
安
全
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

強
化
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
機
構
組
織
や
職
員
の
意
識

の
問
題
に
も
あ
ら
た
め
て
手
を

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

の
声
明
を
発
表
し
た
が
、
ま
る

で
悪
い
冗
談
の
よ
う
だ
。

原
子
力
資
料
情
報
室
の
伴
英

幸
共
同
代
表
は
「
な
ぜ
作
業
を

グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
で
行
わ
な

か
っ
た
の
か
。
十
九
日
に
公
表

さ
れ
た
報
告
書
は
こ
の
点
に
触

れ
ず
、
事
故
原
因
の
究
明
も
後

回
し
。
放
射
性
廃
棄
物
を
き
ち

ん
と
管
理
し
よ
う
と
い
う
姿
勢

が
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ
な
い
」

と
批
判
す
る
。
「
何
度
も
事
故

を
起
こ
し
な
が
ら
改
善
し
な
い

の
は
、
構
造
的
に
組
織
疲
労
を

起
こ
し
て
い
る
証
拠
だ
。
こ
ん

な
組
織
が
帯
揚
を
再
稼
勘
さ
せ

れ
ば
、
ま
た
事
故
が
起
き
る
。

も
は
や
解
体
し
た
方
が
い
い
」
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